
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年６月１２日 ０６時３３分頃 

発生場所 兵庫県神戸市須磨
す ま

区南方沖 

 神戸須磨西防波堤灯台から真方位２４０°１.１海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３４°３７.８′ 東経１３５°０６.７′） 

事故の概要  漁船住
すみ

吉
よし

丸は、北東進中、また、プレジャーボートチャレンジャー

は、錨泊中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年６月１７日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 住吉丸、４.２トン 

   ＨＧ３－２６８３２（漁船登録番号）、個人所有 

   第２６０－４１４５６号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ プレジャーボート チャレンジャー、総トン数なし（長さ２.８５

ｍ） 

   なし、個人所有 

   第２６０－３５６６６号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、二級小型・特殊・特定 

Ｂ 船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷外板に擦過痕 

Ｂ 右舷船首部外板に擦過痕 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 高潮時 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、須磨区の船だまりを出航し、同

区南方沖の漁場でさわら
．．．

ひき縄漁を行っていた。Ａ船はレーダーを装

備していなかった。 

船長Ａは、操業を終了して漁場の北東方に位置する神戸市長田
な が た

区の

魚市場に向かうこととし、主機操縦レバーを中立として、船尾甲板で

船尾方を向いてひき
．．

縄の揚収を始めた。 

船長Ａは、ひき縄の揚収を終え、Ａ船の船首が北東方を向いていた

とき、右舷船尾甲板から右舷方の海面を見たところ、漁具と思われる

浮き球（以下「本件ブイ」という。）が操舵室前方の外板に接して浮

いているのに気付いた。 

船長Ａは、漁場を出発するに当たり、本件ブイの下方に延びるロー

プをＡ船の推進器に巻き込まないよう、右舵を取って本件ブイから船

尾を離した後、左舵を取って船首を北東方に向けるように操船するこ



ととした。 

船長Ａは、操舵室に入って操縦席に腰を掛け、手動操舵で操船に当

たり、主機のスロットルレバーで徐々に増速しながら右舵を取り、続

けて、左舵を取りながら本件ブイが右舷船尾方に通過していく様子を

操舵室右舷側の窓越しに見ていた。その後、船首方に視線を移し、約

１０ノットの対地速力でＡ船の北東進を開始して間もなく、Ａ船はＢ

船と衝突した。 

船長Ａは、これまでの操業の際、早朝に須磨区南方沖の漁場付近海

域で釣り船を見掛けたことがなかったので、航行を開始する際、前路

に他船はいないと思っていた。 

船長Ａは、Ａ船をＢ船に接近させて、Ｂ船の乗船者に負傷者がいな

いこと及びＢ船が自力で航行できることを確認し、Ｂ船と共にＡ船で

須磨区の船だまりに向かった。 

船長Ａは、船だまりに到着後、所属する漁業協同組合の担当者に本

事故の発生を伝え、同担当者が１１８番通報した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、友人１人を乗せ、釣りの目的

で、神戸市塩屋
し お や

漁港を出航した。 

Ｂ船は、須磨区南方沖の釣り場に到着し、船長Ｂは、船首を東方に

向けて船外機を停止させ、船首から錨を投下して錨索約５０ｍを伸出

してＢ船を錨泊させた。そして、錨泊中であることを示す球形形象物

を表示しないまま、船長Ｂは船尾部で船尾方を向き、友人は船首部で

左舷方を向いて、いずれもクーラーボックスに座って釣りを始めた。 

 船長Ｂは、ふと船尾方を見たところ、右舷船尾方５０～１００ｍ付

近にＢ船に向かって接近するＡ船を認めた。船長Ｂは、ふだん接近す

る他船が錨泊中の自船を避けて通過していたので、Ａ船も同様にＢ船

を避けると思い、Ａ船から目を離した。 

 船長Ｂは、Ａ船がＢ船を避ける様子がなく更に接近するので、衝突

の危険を感じたものの、既にＡ船が至近に迫っており、衝突を回避す

 

本件ブイ 

Ａ船 

Ｂ船（錨泊中） 

× 



る措置を採ることができずにいたところ、Ｂ船の右舷船首部とＡ船の

左舷外板とが擦るように衝突した。 

 船長Ｂは、友人が負傷していないこと及びＢ船が自力で航行できる

ことを確認し、Ａ船と共にＢ船で須磨区の船だまりに向かった。 

 船長Ｂは、音響による信号を行うことができる手段として笛を備え

ていたが、本事故当時、笛を使用することに思い至らなかった。 

分析 (1) Ａ船 

  ① 船長Ａは、漁場を出発する際、本件ブイが操舵室前方の外板

に張り付くように浮いていたことから、本件ブイを推進器に巻

き込まないように操船しようとして本件ブイに意識を集中して

いたものと考えられる。 

  ② 船長Ａは、本件ブイが右舷船尾方に通過していく様子を見て

いたことから、船首方の見張りがおろそかになっていたものと

考えられる。 

  ③ 船長Ａは、北東進を開始して間もなく、船首方に視線を移し

たものの、早朝に漁場付近海域で釣り船を見掛けたことがな

かったことから、前路に他船はいないと臆断し、前路で漂泊中

のＢ船に気付かなかったものと考えられる。 

  ④ ①～③から、Ａ船はＢ船と衝突したものと考えられる。 

(2) Ｂ船 

  ① 船長Ｂは、Ｂ船に接近するＡ船を認めていたものの、これま

で接近する他船がＢ船を避けていたことから、本事故当時もＡ

船がＢ船を避けると臆断し、Ａ船の動静を監視することなく釣

りをしながら錨泊を続けたものと考えられる。 

  ② Ｂ船は、錨泊していたことから、Ａ船が至近に迫った際に直

ちに避航動作を採ることができなかったものと考えられる。 

  ③ ①及び②から、Ｂ船はＡ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、Ａ船が北東進中、Ｂ船が船首を東方に向けて錨泊中、船

長Ａが、船首方の見張りを適切に行っていなかったため、Ｂ船に気付

かず、また、船長Ｂが、Ａ船がＢ船に接近していることに気付いてい

たものの、Ａ船を継続的に監視していなかったため、避航動作を採る

ことができず、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、釣り船を見掛けたことがない場所であっても

前路に他船はいないと思わず、また、特定の方向に意識を向ける

ことなく、常時、適切な見張りを行うこと。 

・小型船舶の船長は、錨泊中、他船が接近していることを認めた場

合、他船が避けてくれると臆断せず、十分余裕のある時期に、汽

笛等によって注意を喚起したり、主機を始動して避航すること。  


